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今
週
の
紙
面 鳥取米子市 立林美喜江（80）

■２面 女性ニュース ■
３面 読者のページ／まん
が／短歌 ■４～５面 改
憲暴走政治に終止符を／ジ
ェンダー講座／ホットライ
ン ■６面 子どもの足が
縮んでいる⁉／母の歴史
■７面 新婦人のページ／主張／遊びで育つ

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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「行動すれば世界を変えら

れる」－FFF Japanに宮崎県

で初めて加わり、１人で駅頭

に立ってきた宮崎大学医学部

在学中の堀内音
ね

々
ね

さん。昨

年、宮崎市内で毎週おこなわ

れている戦争法に反対する金

曜行動の際、スタンディング

する堀内さんを偶然見かけ、

宮崎支部ゆめ班班長の小玉か

おるさんが、「新婦人はSDGs

にとりくんでいますよ」と声

をかけました。さっそく班は

堀内さんを講師に迎え、SDGs

カフェを開催。「気候変動は

後回しにしていい問題ではな

い」と次世代から学ぶ大切さ

を実感しました。さらに、新

婦人も参加してショッピング

モール内で一緒にFFFアピー

ル行動。「ともに未来をつく

りだしていくことができる」

と新たな可能性を実感してい

ます。
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﹁
私
は
大
切
な
娘
の
未
来
を
守
り
た

い

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
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
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
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
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
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﹂
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は、小学６年生も参加
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仙
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